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 また，DO の調査と合わせて，6 月と 9 月には

先に示した 5 測点において底質と底生生物の調

査を実施している。測点ごとの化学的酸素要求

量（COD）と底生生物の種類数の平均値につい

て図 3，4 に示した。なお，COD は 20mg/dg を

超えると富栄養化しているとされる。 

COD は，6，9 月ともに湾奥に近い場所で高

い値を示し，湾口に近くなるとともに値は低く

なった（図 3）。特に，測点 1，2，3 について

は 20mg/dg を超えており，富栄養化していると

される底質環境であった。また，底生生物の種

類数は，6，9 月ともに湾奥の測点において少な

く，湾口に近い場所で多くなる傾向が見られた

（図 4）。 

 このように，児島湾では湾奥の底質が富栄養

化しており，そこを中心として夏季に貧酸素化

していることが分かった。また，その影響のた

めか湾奥部の生物相は貧弱であった 

（水圏環境室 高木）。 
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図３ 平成８～２６年度における測点ごとの

底泥中の COD（平均値±標準偏差） 

図４ 平成８～２５年度における測点ごとの  

 底生生物の種類数（平均値±標準偏差） 
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